
q000 q000［麦生］　表紙　麦生概要・項目 概要　適用

【概要】
・屋久島南部にあり、１７１世帯３０４人（令和２年２月１日）が
暮らしている。
・前岳トイモ岳１０５４mの裾と屋久島東、南部を特徴づける段丘
海岸の間が麦生地区である。
・温暖な気候に恵まれ、季節風の影響を受けることもなく屋久島一
番の農業適地である。
・１９５０（昭和２５）年には国内最温暖地として農林省蚕種試験
場屋久島飼育分場が設置された。
・前岳裾や東部の傾斜地は島内有数のポンカン、タンカン栽培地に
なっている。
・西部の段丘海岸の上には平地が広がり、屋久島有数の水田地帯に
なっている。
・中小河川沿い各所で縄文期の石器、土器出土があり、古くからの
居住が確認されている。
・明暦（１６５５～１６５７年）頃の屋久島大絵図に麦生の村名が
ある。
・１７２６（享保１１）年内検資料にはカツオ船２隻の記録があ
り、カツオ漁と焼き畑農業（切替畑）、山稼ぎの暮らしがしのばれ
る。
・明治末期にカツオ漁が衰退し、トビウオ漁と多様な農業生産、山
仕事の時代になる。
・明治40年代に鯛之川からの導水により、下之牧に水田が開かれて
水稲作が実現した。
・甘藷やサトウキビ栽培もおこなわれてきたが、その後ポンカン、
タンカンが導入され、農業を基幹産業として現在に至っている。
・第二次大戦後、切替畑地域であったホートー川以東の開拓が始ま
り、１９５８（昭和３３）年に高平区として分離されて麦生区は鯛
之川とホートー川の間となった。
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り、１９５８（昭和３３）年に高平区として分離されて麦生区は鯛
之川とホートー川の間となった。
・人口の増減をみると、１７２６（享保１１）年１２３人、１８９
７（明治３０）年２９２人、最大が１９５５（昭和３０）年の５１
８人、その後１９９０（平成２年）は２６０人と記録されている。
・何処でも人口減少傾向にあるが、麦生では自然を求めて転入して
くる人やホテルの開業もあり、人口は増加傾向にある。

【資料】
① 屋久町郷土史第２巻村落誌中
② 区長他、住民の聞取り

【写真タイトル】
q000001)麦生地区全景
q000002)麦生地区中心部

【写真コメント】
q000001)麦生地区は山裾ながらまとまった水田の広がりがある
q000002)農地に接して集落が纏まっている麦生地区。

【小島項目】　
q001001麦生　自然　海・山・川
q002001麦生　伝統行事　弓矢八幡秋季大祭
q002002麦生　伝統行事　十五夜綱引き
q002003麦生　伝統行事　正月7日行事（鬼火焚き）
q002004麦生　伝統行事　二十三夜祭
q002005麦生　伝統行事　数多い伝統行事
q003001麦生　民俗芸能　ナギナタ踊り
q004001麦生　名所旧跡　弓矢八幡他神仏、石碑など



q004001麦生　名所旧跡　弓矢八幡他神仏、石碑など
q004002麦生　名所旧跡　自然、観光名所
q005001麦生　暮らし　村の風景
q005002麦生　暮らし　公民館など公共施設
q005003麦生　暮らし　環境整備
q006001麦生　産業　農業
q007001麦生　事業　麦生夏祭り
q007002麦生　事業　麦生区民運動会
q007003麦生　事業　敬老祝賀会


